
事業の計画・内容
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38 互いの人権を認め合い、すべての人の人権を尊重する

Ａ

総合評価
　人権啓発の成果というのは、現実には数値で表しにくいものですので、アンケート調査結果や講演会等の
参加者数とかの表面化したものでしか計れない部分があります。したがって、真に人権意識を変革していく
には、時間をかけて粘り強く啓発を継続していくしか方法はないと考えます。

％
95

目標

H18（目標）指標設定の考え方

開催会場の最大収容員数と入替者を合計した数（384人）を分母と
し、参加者の人数を分子とする参加者比率を指標としました。
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人権啓発地区懇談会の参加者比率 ％
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阿山地区人権フェスティバルの参加者
比率

100

阿山支所管内における人権啓発地区懇談会の開催区の総世帯数
を分母とし、総参加者の人数を分子とする参加者比率を指標とし
ました。
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人権啓発団体への活動助成 団体 1 1 1

自治会等主催の
人権講演会講師謝礼支援
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H19（予算）H17 H18（予算）

年度

事業の目的の成果を測る指標

432

69

12,960

14,022

510
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・人権啓発地区懇談会の開催
　　17年度に実施した3区を除く残り26区の内、本年度は13区の開催予定です。
・阿山地区人権フェスティバル２００６の開催
　　あやま文化センター（さんさんホール）において、12月2日に開催予定です。
・自治会等の主催による人権講演会講師謝礼の支援
　　1件あたり3万円を上限として、10件の実施を計画しています。
・人権啓発団体への活動助成
　　ヒューマンライツ阿山に対し、調査研究資金として20万円を助成します。

終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

阿山地区の住民・自治会・団体等に対して、部落問題をはじめとする
あらゆる人権問題をなくすための啓発事業を推進します。

事業名

基本施策

176

伊賀市　事務事業評価シート

フェスティバル・人権講演会等への参加や自治会等による人権講演講演
会開催によって、住民一人ひとりの人権意識が向上します。

成果（どうなるのか）

人権啓発の推進

担当部課名 人権啓発推進経費阿山支所　人権政策推進室

20,160 20,160

1.8 2.8 2.8

根拠法令・要綱等平成

1,791 1,791

21,560 21,560

21,951

200 200

391

　人権啓発地区懇談会は「人権を考えるつどい」と称し、平成13年度から実施しておりますが、現実に阿山地区の29区を一巡するには２～３年か
かっています。いずれの区においても参加者人数の頭打ちや参加者の固定化という傾向が見られます。ついては、幅広い年齢層に迎合する魅力
的な研修内容を企画することが当面の課題となります。
　阿山地区人権フェスティバルは平成12年度から毎年開催しており、昨年度の開催時には空席がほとんどない365名（入替者を含む。）の参加者を
記録しましたが、将来的には、開催会場の員数制限に縛られないような開催方法の検討が今後の課題となります。
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阿山地区人権フェスティバル
２００６の開催


